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寄稿　米国カリフォルニア科学アカデミーの展示の特徴と来館者の展示閲覧行動（柴田）

はじめに

　米国カリフォルニア州サンフラ

ンシスコのカリフォルニア科学ア

カデミー（California	Academy	of	

Sciences、以下CAS）は、先進的な展

示と運営を行っている大規模な自然

史博物館として知られている。CAS

は都市公園であるゴールデンゲート

パーク内に立地する私立の博物館

で、自然史博物館、水族館、プラネ

タリウム、熱帯雨林温室と研究所か

らなる。米国西部初の博物館として

1853年に設立され、近年では2008年

にリニューアルされた。職員はアル

バイトを含めて600人以上で、研究

者はそのうち約100人を占める。約

4,600万点の資料を収蔵し、世界最大

の自然史博物館とも呼ばれる。入館

料は大人が約30〜36ドル、3歳から

17歳が約23〜28ドルと予想される

来館者数に応じて変動する。年間の入館者数は約

120万人で、年々増加傾向にあるという。学校で

の利用は年間約16万人である。

　CASには日本からも多くの博物館関係者が視察

に訪れているが（平田,	2010;	大島,	2014;	宿院,	

2014;	高橋,	2014;	矢田,	2015）、それらの報告は1

回の訪問に基づいてまとめられたものである。筆

者は2011年7月、2017年10月、2018年9月にCAS

を訪問し、展示室の特徴や展示更新状況、教育普

及活動等を調査し、2018年には来館者の展示閲覧

行動を調査した。本稿ではそれらの調査結果を述

べるとともに、CASに多くの来館者が訪れている

理由について考察する。なお、CASの施設や展示

の名称は筆者の和訳に英文の原文を付した。

展示の特徴

　CASは地下2階から地上3階、ならびに屋上から

構成される。来館者が利用できる空間は、地下1階
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（Lower	Level）が「水族館（Aquarium）」、1階

（Level	1）から3階（Level	3）が吹き抜けの博物館

展示室となっており、1階から3階を使用して「プ

ラネタリウム（Planetarium）」と「熱帯雨林温室

（Rainforest）」が設置されている。屋上の「生き

た屋根（Living	Roof）」では植栽されたカリフォ

ルニア州の植物を見学できる。1階にはアカデミー

カフェとアカデミーストア（ミュージアムショッ

プ）が併設されている（図1）。

　本稿ではあるテーマに沿って製作された一連の

展示物の集合を「展示コーナー」と呼ぶ。CASの

展示室での大きな特徴は、3〜4年で更新される展

示コーナーがいくつもあることである。1階の博物

館入口を入ると肉食恐竜ティラノサウルスの全身

骨格である「恐竜レプリカ（Dinosaur（cast））」

が出迎えてくれる。1階にはそのほかに「プラネタ

リウム」と「熱帯雨林温室」の入場口、アフリカの

動物の剥製を展示した「アフリカホール（African	
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図1．A:	カリフォルニア科学アカデミー（CAS）の断面図．B:	CASの

1階平面図．CASの来館者マップリーフレットをもとに作成．
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Hall）」、地下の水族館で飼育されているアメリカ

アリゲーターのアルビノ個体を見下ろせる「湖沼

（Swamp）」、未就学児を対象とした「子供の遊び

場（Children’s	Play	Area）」がある。これらの

展示コーナーはプラネタリウムと熱帯雨林温室を

含めて、2011年から2018年まで大きな更新はな

されていない。一方、1階には「西ホール（West	

Hall）」、「東ホール（East	Hall）」と呼ばれる展示ス

ペースがあり、2011年から2018年の間に東ホール

は1回、西ホールは2回、展示コーナーが更新され

ていた（図2、表1）。2階（Level	2）の「フォーラ

ム（Forum）」と呼ばれる展示室も2011年と2017

年で異なる展示コーナーが設置され、2018年には

展示準備中となっていた。3階には標本等をエデュ

ケーターの指導を受けながら触って学習できる

「ナチュラリストセンター（Naturalist	Center）」

があり、加えて小規模な更新型展示スペースであ

る「アッパーギャラリー（Upper	Gallery）」があ

る。このように1階の「西ホール」、「東ホール」、2

階の「フォーラム」、3階の「アッパーギャラリー」

の各展示室・展示スペースは3〜4年おきに展示

更新される。これらの展示コーナーは「生物の色

（Color	of	Life）」や「地震（Earthquake）」といっ

たテーマを設定して製作されている。それぞれの

展示コーナーの企画・製作には数年を要するとの

ことだった。また、展示コーナーの多くにはスポ

ンサーがついており、2017年と2018年に東ホー

ルで開催中だった「生物の色」の展示コーナーは

Googleがスポンサーとなっていた。各展示コー

ナーには実物標本や解説パネルに加えて、多くの

映像展示や体験型展示が組み込まれているのが特

徴である。このように、CASの展示は博物館全体

を通して時間や環境を軸にしたストーリーが構築

されているわけではなく、様々な科学の分野を網

羅的に展示しようという意図も感じられない。ど

の展示コーナーからでも見学でき、魅力的な展示

コーナーが絶えず更新されていくという独自の展

示更新方式を採用している。

ナイトライフ（Night	Life）と展示室のレンタル

　調査滞在中の2018年9月28日（木）に、「ナイ

トライフ（Night	Life）」と呼ばれる夜間開館イベ

ントに参加した。ナイトライフは毎週木曜の午後

6時から午後10時に開催されている21歳以上限定

のイベントで、入場料は13〜17ドルである。その

内容は、展示物を通常と異なる方法でライトアッ

プする、通常は展示されていない標本を展示室に

陳列する（図3A）、音楽を流す、そしてアルコー

図2．A:	「地震」	(2017年10月)．B:「陸と海の巨大生物」

（2018年9月)．いずれもほぼ同じ場所から「西ホー

ル」を撮影．展示コーナーが更新されているが，

写真左側の「熱帯雨林温室」や，天井から吊られ

たシロナガスクジラの骨格は更新されていない．

図3．「ナイトライフ」の様子．A:	陳列された動物の頭

骨標本．B:	展示室内でのアルコール類の販売の様

子．
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ル類や軽食を販売するといった日本の博物館関係

者の視点からは驚きのものであった。アルコール

類は展示室内に設置されたバーでも販売され（図

3B）、展示室内でも飲食できる。資料保存の観点

からは不安が多いイベントと考えられるが、多く

の来館者がドリンクを片手に展示を見たり語り

合ったりしている様子が印象的であった。展示室

はパーティー等の目的でレンタルすることも可能

である。米国を代表する大企業が展示室でパー

表1．CASの展示コーナーの更新状況．

2011年7月 2017年10月 2018年9月

3階　アッパーギャラリー

Level	3		Upper	Gallery

進化する伝統

Evolving	Traditions

宝石と鉱物

Gems	+	Minerals

宝石と鉱物

Gems	+	Minerals

2階　フォーラム

Level	2	Forum

ヘビとトカゲ

Snakes	&	Lizards

翼　竜

Pterosaurs

準備中

Closed

1階　東ホール

Level	1		East	Hall

進化の島

Islands	of	Evolution

生物の色

Color	of	Life

生物の色

Color	of	Life

1階　西ホール

Level	1		West	Hall

気候変動

Climate	Change

地　震

Earthquake

陸と海の巨大生物

Giants	of	Land	and	Sea

表2．展示閲覧行動調査を実施した展示のリスト．展示は日本展示学会	(2019)	を参考に類型した．

展示コーナー 展示 展示物の類型 内容

恐竜レプリカ	

Dinosaur	(cast)

恐竜レプリカ	

Dinosaur	(cast)
象徴展示

エントランスを入ってすぐのス

ペースに展示されたティラノサ

ウルスの全身骨格レプリカ．

陸と海の巨大生物	

Giants	of	Land	and	Sea

海洋哺乳類	

Magnificent	Marine	

Mammals

集合展示

カリフォルニアアシカやトドな

ど大型海洋哺乳類の全身骨格を

複数展示．

生物の色	

Color	of	Life

大胆な植物	

Bold	Botany

組み合わせ	

展示

植物が色によって送粉者を誘引

することを押し葉標本とレプリ

カ，パネルで紹介．

陸と海の巨人	

Giants	of	Land	and	Sea

驚異のカリフォルニア	

Phenomenal	California
映像展示

カリフォルニア州周辺のプレー

トの動きを解説した3分30秒の

映像展示．

アマゾンの湿潤な森林	

Amazon	Flooded	Forest

デンキウナギ	

Electric	Eel

体験型展示	

＋生体展示

デンキウナギの水槽と，その隣

に設置された体験型展示．デ

ンキウナギのイラストに設置さ

れた装置に触れると電流が流れ

る．

生物の色	

Color	of	Life

求愛のダンスステージ	

Courtship	Dance	Stage
体験型展示

鳥類の求愛行動の映像に合わせ

てブース内で2人がダンスする

体験型展示．

湖沼	

Swamp

湖沼	

Swamp
生体展示

地下1階で飼育されているアメ

リカアリゲーターのアルビノ個

体を1階から見下ろす生体展示．

ティーを開催することもあり、博物館の大きな収

入源になるという。

来館者の展示閲覧行動

　多くの来館者が訪れるCASには、実物標本や解

説パネルといった一般的な展示に加え、生体展示、

映像展示、体験型展示などが豊富に盛り込まれて

いる。これらの展示のうち、多くの来館者を誘引・

魅了している展示を明らかにするため、来館者の
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図4．展示閲覧行動調査を実施した展示．A:	「恐竜レプリカ」，B:	「海洋哺乳類」，C:	「大胆な植物」，D:	「驚異の

カリフォルニア」，E:	「デンキウナギ」，F:	「求愛のダンスステージ」，G，H:	「湖沼」．
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展示閲覧行動調査を実施した。

　調査方法：2018年9月27日（木）と28日（金）

の10:00から16:30に実施した。展示コーナーの中

で、展示の意図や体験が完結する最小単位を1つの

展示とし、類型の異なる7つの展示を選定した（表

2、図4）。それぞれの展示を通過する見学者を被

験者として行動を観察した。観察内容は、（1）被

験者の年齢、（2）被験者が展示に2秒以上立ち止

まったか、（3）立ち止まった場合は立ち止まった

時間（秒）、である。年齢は被験者の外見から12歳

表3．展示閲覧行動調査の被験者の年齢構成．

被験者総数 0〜12歳 13歳〜18歳 19歳以上

恐竜レプリカ	

Dinosaur	(cast)
110 23 1 86

海洋哺乳類	

Magnificent	Marine	

mammals

102 15 2 85

大胆な植物	

Bold	Botany
105 16 0 89

驚異のカリフォルニア	

Phenomenal	California
101 33 2 66

デンキウナギ	

Electric	Eel
101 19 1 81

求愛のダンスステージ	

Courtship	Dance	Stage
106 33 1 72

湖沼	

Swamp
105 16 1 88

以下（乳児は除く）、13歳〜18歳、19歳以上に区

分し、立ち止まった時間はストップウォッチで計

測した。各展示で100人以上の被験者を調査した。

得られたデータから、被験者全体に対する各展示

の「立ち止まり率」と「平均立ち止まり時間」を

計算した。

　結　果：各展示において101〜110人の被験者を

調査した。19歳以上の被験者は各展示で72〜89

人、13〜18歳の被験者は0〜2人、12歳以下の被験

者は15〜33人だった（表3）。13〜18歳の被験者

図5．展示閲覧行動調査の結果．
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が少なかったため、19歳以上の被験者のデータと

合わせ、「13歳以上」ならびに「12歳以下」の被

験者に対する展示の「立ち止まり率」と「平均立

ち止まり時間」、「最大立ち止まり時間」を算出し

た。

　「立ち止まり率」、「平均立ち止まり時間」、「最大

立ち止まり時間」は、概ね相関する傾向が見られた

（図5）。すなわち、「立ち止まり率」が最も高い生

体展示「湖沼（Swamp）」（図4G、H）は「平均立

ち止まり時間」と「最大立ち止まり時間」も最も長

く、「立ち止まり率」が最も低い標本と解説パネル

を組み合わせた展示「大胆な植物（Bold	Botany）」

（図4C）は「平均立ち止まり時間」と「最大立ち止

まり時間」が最も短かった。体験型展示「求愛の

ダンスステージ（Courtship	Dance	Stage）」（図

4F）の「立ち止まり率」は象徴展示「恐竜レプリ

カ（Dinosaur（cast））」（図4A）や集合展示「海

洋哺乳類（Magnificent	Marine	Mammals）」（図

4B）と同程度だったが、「求愛のダンスステージ」

の「平均立ち止まり時間」と「最大立ち止まり時

間」は「恐竜レプリカ」や「海洋哺乳類」のそれ

らより長かった。

　「13歳以上」と「12歳以下」では、特定の展示

物に対する「立ち止まり率」と「平均立ち止まり

時間」は「12歳以下」のほうが長く、「最大立ち

止まり時間」は「13歳以上」のほうが長い傾向が

見られた（図5）。しかし、映像展示「驚異のカリ

フォルニア（Phenomenal	California）」（図4D）

では、「平均立ち止まり時間」と「最大立ち止まり

時間」は「13歳以上」のほうが長かった。

　考　察：	「立ち止まり率」は展示物に立ち止まっ

て閲覧した被験者の割合を示す指標で、展示物の

「誘引度」、「立ち止まり時間」は展示物の閲覧時

間の長さで、展示物の「魅了度」と考えることが

できる（坪山・佐藤,	1998）。「平均立ち止まり時

間」は被験者全体のある展示に対する魅了度の平

均、「最大立ち止まり時間」はその展示に最も興味

を持った特定の被験者の魅了度を示す。本稿では

それらを「平均魅了度」と「最大魅了度」として

表す。

　調査対象としたCASの展示において、最も「誘

引度」と「魅了度」が高いのは生体展示「湖沼」と

なる。この展示はアメリカアリゲーターのアルビ

ノ個体を見下ろす展示だが、この個体はほとんど

動かない。しかし、大型のワニの生きた姿を観察

できること、そのワニがどのように動くのか、と

いった興味から、多くの来館者が誘引・魅了され

ていると考えられる。また、スタッフが解説する際

には、多くの来館者が集まり、熱心に説明を聞い

ていた。体験型展示「求愛のダンスステージ」や

「デンキウナギ（Electric	Eel）」（図4E）、映像展示

「驚異のカリフォルニア」は「誘引度」が比較的

高く、これらの展示方式が展示物への誘引に有効

であることがわかる。特に「求愛のダンスステー

ジ」は「魅了度」も「湖沼」に次いで高く、来館

者がダンスという体験を楽しんでいることが伺え

る。海洋哺乳類の剥製が並び、展示更新されたば

かりの「海洋哺乳類」は、象徴展示である「恐竜

レプリカ」と同程度に「誘引度」と「魅了度」が

高い。これは、迫力ある剥製を一同に見学できる

ことに加え、定期的な展示コーナーの更新が来館

者を引き付けているものと考えられる。一方、最

も「誘引度」と「魅了度」が低かったのは標本と

解説パネルを組み合わせた展示である「大胆な植

物」であった。この展示は、博物館で見られる最

も典型的な展示物の類型であるが、このような展

示を来館者に一目見てもらうこと、そして入念に

見てもらうことの難しさを表している。

　一般的に、「12歳以下」の「誘引度」と「平均

魅了度」は「13歳以上」よりも高い。これは子供

のほうが様々な展示に興味を持ちやすく、ある程

度の時間、展示に魅了されやすい傾向があること

示している。一方、「最大魅了度」は一般的に「13

歳以上」のほうが長い。これは、大人は興味のあ

る展示に対して入念に時間をかけて閲覧する傾向

があることを示していると考えられる。また、映

像展示「驚異のカリフォルニア」では「12歳以下」

の「平均魅了度」と「最大魅了度」が「13歳以上」

に比べて低い。子供は映像展示に興味を持ちやす

いが、映像終了まで集中して鑑賞することの難し

さを表している。

なぜCASには多くの来館者が訪れるのか？

　CASが多くの来館者を獲得している理由を考察

する。来館者の展示閲覧行動調査の結果（図5）か

ら、生体展示と体験型展示が来館者に好評である

と考えられる。同様な展示方式は日本の博物館で

も見られる。しかし、CASの展示はいずれも展示

内容の質や学術性が高く、教育効果が十分に考慮

された内容になっているのに加え、視覚的なデザ
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インも優れていると感じた。また、展示コーナー

が数年おきに更新され、全く別の展示コーナーに

なるというユニークな展示更新方式により、多く

のリピーターを獲得していると考えられる。また、

展示室は広々として解放感があって明るく、心地

よく見学できた。このような展示コーナーの制作

と更新のためには多額の予算が必要になると予想

されるが、変動する入館料、スポンサーがついた

展示コーナー、展示室のレンタルなど、資金獲得

の方法が巧みであると言える。また、「ナイトライ

フ」のように、大人も博物館に足を運ぶきっかけ

を作っている。教育普及活動については詳述しな

かったが、小学校向けの学習プログラムでは、1人

のエデュケーターが児童に解説しつつ、もう1人の

スタッフが児童の反応や行動、そしてエデュケー

ターの解説等をチェックしていたのが印象的だっ

た。チェックされた内容はフィードバックされ、学

習プログラムの改善に役立てていると思われる。

このような要素が結びつき、魅力的でオリジナリ

ティのある展示空間と教育普及活動が構築・展開

されることにより、CASには多くの来館者が訪れ

ているものと考えられる。

　以上は新型コロナウイルス感染症の感染拡大前

のCASの調査結果に基づくものである。コロナ禍

を経て、現在のCASの展示や教育普及活動は大き

く様変わりしている可能性がある。パンデミック

が落ち着いた際には、再びCASを訪問したい。どの

ように展示が更新されているかが楽しみである。
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